数学B Progress新訂版　ルーブリック評価規準表
１章　数列
1節 数列とその和
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	に示された項目に加え，等差数列，等比数列の初項から第項までの和を求めることができる。
	に示された項目に加え，等差数列，等比数列の一般項を求めることができる。
	一般項が与えられた数列について，第項の値を具体的に求めることができる。
	左記以外

	思考・判断
・表現
	に示された項目に加え，いろいろな規則性をもつ数列について考察することができる。
	和についての条件から，等差数列の初項や公差，等比数列の初項や公比を求めることができる。
	条件から等差数列の初項と公差を求めることができる。また，条件から等比数列の初項と公比を求めることができる。
	左記以外

	主体性
	積極的に発言・考察し，わかったこと，考えたことを記録するとともに，授業内容に加えて独自に考察している。
	積極的に発言・考察している。わかったこと，考えたことを記録している。
	主体的に発言・考察はしなかったものの，わかったことを記録している。
	活動・振り返りの意思がない。



2節 いろいろな数列　
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	に示された項目に加え，数列の和からもとの数列の一般項を求めることができる。
	記号を用いて表された和を計算することができる。
	記号を用いて表された和を，記号＋を用いて書き表すことができる。
	左記以外

	思考・判断
・表現
	に示された項目に加え，群数列について考察することができる。
	に示された項目に加え，「いろいろな数列の和」について考察することができる。
	階差数列の考えを用いて，数列の一般項を求めることができる。
	左記以外

	主体性
	積極的に発言・考察し，わかったこと，考えたことを記録するとともに，授業内容に加えて独自に考察している。
	積極的に発言・考察している。わかったこと，考えたことを記録している。
	主体的に発言・考察はしなかったものの，わかったことを記録している。
	活動・振り返りの意思がない。



３節　漸化式と数学的帰納法　
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	の形の漸化式から，一般項を求めることができる。
	，の形の漸化式から，一般項を求めることができる。
	，の形の漸化式から，数列がどのような数列か判断できる。
	左記以外

	思考・判断
・表現
	下記Ⅰ・Ⅱの両方をできる。
	下記Ⅰ・Ⅱのうち，1つができる。
	漸化式により数列がただ1通りに定まることを確かめることができる。また，数学的帰納法による証明の構造が理解できる。
	左記以外

	主体性
	積極的に発言・考察し，わかったこと，考えたことを記録するとともに，授業内容に加えて独自に考察している。
	積極的に発言・考察している。わかったこと，考えたことを記録している。
	主体的に発言・考察はしなかったものの，わかったことを記録している。
	活動・振り返りの意思がない。


· 思考・判断・表現の評価項目
Ⅰ　条件から漸化式を求め，一般項を求めることができる。
Ⅱ　数学的帰納法を用いて，命題が成り立つことを証明できる。


２章　確率分布と統計的な推測　　　
１節　確率分布
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	二項分布に従う確率変数の期待値，分散，標準偏差を求めることができる。
	確率変数の期待値，分散，標準偏差を求めることができる。
	確率変数の期待値，分散，標準偏差を求めることができる。
	左記以外

	思考・判断
・表現
	確率変数が二項分布に従うかどうか判断し，文章題に応用することができる。
	確率変数の和の期待値，および独立な確率変数の和の分散について考察することができる。
	確率変数の確率分布を求め，表に整理することができる。
	左記以外

	主体性
	積極的に発言・考察し，わかったこと，考えたことを記録するとともに，授業内容に加えて独自に考察している。
	積極的に発言・考察している。わかったこと，考えたことを記録している。
	主体的に発言・考察はしなかったものの，わかったことを記録している。
	活動・振り返りの意思がない。



２節　正規分布
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	二項分布を正規分布で近似し，確率を求めることができる。
	正規分布に従う確率変数を標準化し，確率を求めることができる。
	標準正規分布に従う確率変数について，正規分布表を用いて確率を求めることができる。
	左記以外

	思考・判断
・表現
	日常における二項分布や正規分布に従う事象について，考察することができる。
	確率変数が正規分布に従うかどうか判断し，文章題に応用することができる。
	離散型確率変数と連続型確率変数の違いを説明できる。
	左記以外

	主体性
	積極的に発言・考察し，わかったこと，考えたことを記録するとともに，授業内容に加えて独自に考察している。
	積極的に発言・考察している。わかったこと，考えたことを記録している。
	主体的に発言・考察はしなかったものの，わかったことを記録している。
	活動・振り返りの意思がない。



３節　統計的な推測
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	に示された項目に加え，仮説検定の手順を説明できる。
	標本平均の期待値，標準偏差を求め，正規分布で近似することで確率を求めることができる。
	母集団分布から母平均，母分散，母標準偏差を求めることができる。
	左記以外

	思考・判断
・表現
	下記Ⅰ～Ⅲのすべてをできる。
	下記Ⅰ～Ⅲのうち，つできる。
	下記Ⅰ～Ⅲのうち，つできる。
	左記以外

	主体性
	積極的に発言・考察し，わかったこと，考えたことを記録するとともに，授業内容に加えて独自に考察している。
	積極的に発言・考察している。わかったこと，考えたことを記録している。
	主体的に発言・考察はしなかったものの，わかったことを記録している。
	活動・振り返りの意思がない。


· 思考・判断・表現の評価項目
Ⅰ　母平均に対する信頼区間を求める。
Ⅱ　母比率に対する信頼区間を求める。
Ⅲ　母平均や母比率についての仮説を，仮説検定の考え方を用いて検証する。


３章　数学と社会生活　　　
１節　数学と社会生活　
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	，に示された項目に加え，長期的な変動のあるデータについて，回帰直線の方程式を求めることができる。 
	長期的な変動のあるデータについて，移動平均を求めることができる。
	単利法・複利法における元利合計などの計算ができる。
	左記以外

	思考・判断
・表現
	下記Ⅰ～Ⅲのすべてをできる。
	下記Ⅰ～Ⅲのうち，つできる。
	下記Ⅰ～Ⅲのうち，つできる。
	左記以外

	主体性
	積極的に発言・考察し，わかったこと，考えたことを記録するとともに，授業内容に加えて独自に考察している。
	積極的に発言・考察している。わかったこと，考えたことを記録している。
	主体的に発言・考察はしなかったものの，わかったことを記録している。
	活動・振り返りの意思がない。


· 思考・判断・表現の評価項目
Ⅰ　適切な区間の移動平均のグラフをかき，考察する。
Ⅱ　回帰直線の方程式を求め，得られていないデータについて推測する。
Ⅲ　身近な事象を数学的に表現し，課題解決に活用する。

